
情報セキュリティワークショップ in越後湯沢 2017 講演報告 
 
日本データ通信協会は迷惑メール対策の DMARCの普及促進のため上記イベントにて講演を行
った。 
 
１．イベント概要： 
日時：2017年 10月 6日（金）～7日（土） 
会場：新潟県南魚沼郡湯沢町 湯沢町公民館 および 湯沢東映ホテル 
主催者：NPO新潟情報セキュリティ協会(ANISec) 

     情報セキュリティ ワークショップ in越後湯沢  
実行委員会 委員長  石井威望(東京大学名誉教授) 

参加者：情報セキュリティに関心の高い関連業界、研究者、学生、行政の方々 
 
２．講演内容： 
「電子メールシステムのセキュリティ対策ーなりすましはこうやって防ぐー」 
2017 年 7 月に送信ドメイン認証技術 DMARCの利用に関する法的整理がなされ今後普及が進
むことにより、「なりすましメール対策」としての効果が期待されている DMARCと関連する技
術（ARC、BIMI）を含めた技術内容、法的整理の具体的な論点、導入に際しての留意点などを
紹介した。 

 
３．講師：北崎恵凡 
ソフトバンク株式会社 
インターネット協会）迷惑メール対策委員会副委員長 
迷惑メール対策推進協議会技術ワーキンググループメンバー 

 
４．参加者数： 

299名+オフサイト会場にて 40名（講演を遠隔の別会場から同時聴講） 
合計 339名 
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